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Ⅰ．はじめに
　看護基礎教育は看護者としての知識，技術，態
度を修得するとともに，職業人としての態度をも
育成する場であり，一人一人の学生が自らの看護
観を培う場でもある．
　薄井1）は，看護観について「看護実践を支える
ものが看護観であり，看護観は看護技術に表現さ
れ，看護の正しい発展には方法論や技術論のみな
らず看護観が必要であり，看護観なくして看護実
践はできない」とし，看護実践における看護観の
重要性を指摘している．また，長谷川ら2）は，看
護観は「それぞれの看護者が行う看護として表現
され，個人の中に取り入れられた看護における価
値観，規範，態度，行動を内面化し個人の中で価
値づけられたものである．すなわち，看護の学習
や体験を通じて形成された価値観」であると表現
している．看護者それぞれが，看護体験を通じ，
看護観を変化・発展させていくものであり，看護
職は職業として社会によって形成された価値観だ
としている．
　看護学生の看護観については，看護学生は授業
や臨地実習を通じて形成されることが既に明らか
にされてる．臨地実習も含めた看護実践という学
習体験は，看護観の形成に大きな影響を与え，発
展させると考えられ，特に臨地実習での体験が看
護観の形成に大きく影響すると言われている．前
田ら3）は，看護学生の看護の概念「人間」「環境」
「健康」「看護」が学年を経るごとにそのイメージ
が変化しているとし，特に「看護」のイメージは
臨地実習での体験が現実的なものとしてイメージ
をふくらませる．臨地実習の特殊性が多くの人間
関係を体験させ，そこから自己を問い直し看護観
を再発見・再構築するとしている．
　これら看護観の形成や変化に関する研究は看護
学生を対象としたもの，看護師を対象としたもの
があるが，どちらも看護観は看護実践を継続・連
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続しながら発展していくということを明らかにし
ている．看護学生は，座学での授業から演習，臨
地実習と学習の場が変化していく中で，看護とは
何かを自問自答し，私生活も含めたさまざまな環
境での人間関係を体験し，看護の価値観を育んで
いく．この過程を4年間という看護基礎教育の中
で，看護実践者としての根幹となる看護観をどの
ように形成していくのかが，私たち看護基礎教育
に携わる者の課題である．
　看護技術提供の基盤に看護観の存在が不可欠で
あるという認識のもとに本学の基礎看護学領域
においてもカリキュラム構成がなされているが，
日々看護学生の看護観形成に向けての効果的な学
習体験の教授方法に困難感を感じている．今回，
①学生の看護観の明確化，②看護学生の看護観に
影響するもの，③学生の看護観の形成に関する教
育上の今後の課題という3つの視点から，看護基
礎教育における看護学生の看護観の形成に向けて
の研究動向について文献レビューを行うことによ
り，今後の教育的示唆を得たい．
Ⅱ．目的
　本研究の目的は，看護基礎教育における看護学
生の看護観の形成に関する研究動向を明らかに
し，今後の教育的示唆を得ることである．
Ⅲ．方法
1．対象となる文献の抽出
　医学中央雑誌Web版（Ver.5）を用いて，2018
年10月に2009 ～ 2018年の10年間の範囲で国内文
献の検索を行った．Key wordは，「看護観」「看護
教育」でand検索を行い，会議録を除く原著論文
で絞り込みを行った．検索の結果，47件の文献
が得られたが，このうち臨床看護師の看護観の形
成について研究している文献等を除き，看護学生
の看護観の形成について分析している文献6件を
最終的に分析対象として選定した．
2）分析の方法
　分析対象となる6件の文献を精読し，研究の概
要と研究内容（「掲載年」「研究筆頭者の所属」「研
究対象」「学習体験」「研究目的」「看護観の定義」）
について該当する内容を各文献から抽出し，全体
を概観した．また，文献の結果や考察から明らか
になった看護観，看護観に影響するもの，学生の
看護観の形成に関する教育上の今後の課題につい
て抽出し分析した．
Ⅳ．結果
1）文献の概要
　文献の概要を表1に示す．選定された文献の掲
載年は，2009 ～ 2014，2016年が0件，2015年が
3件，2017年が1件，2018年が2件であった．ま
た，研究筆頭者の所属では，6件とも看護系大学
であった．文献における対象者は，看護系大学の
学生を対象とした文献が5件，看護系短期大学の
学生を対象としたものが1件であった．また，看
護学領域別では，基礎看護学領域が3件，在宅看
護学領域が2件，成人看護学領域が1件であった．
学習体験としては，6件中5件が臨地実習後の看
護観の形成を分析したもので，基礎看護学実習2
件，成人看護学実習1件，在宅看護学実習2件で
あった．臨地実習の学習体験とは別に，授業の一
コマに日常生活援助を受けた当事者の語りを聴く
機会を設け，その体験から得た看護観を明らかに
しているものが1件あった．
2）看護観の用語の定義について
　「看護観」について，用語の定義を記載してい
る文献は6件中5件であった．各文献の用語の定
義については，表2に示す．学生の看護に対する
見かた，考え方，捉え方6）7）9）とするものがほと
んどであった．どのような看護を行っていきたい
か5），看護に対する中心的価値8）という定義をし
ている文献もあった．
3）研究目的から見た分類　
　研究目的をその内容の類似性から分類した結果
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件6数総
件3年5102年載掲
件1年7102
件０年6102，4102～9002※件2年8102
件6学大系護看属所者頭筆
件2生年1象対究研
2年生 1件
在宅看護学領域 4年生 2件
看護系短期大学 成人看護学領域 3年生 1件
件2習実学護看礎基習実地臨各験体習学
件1習実学護看人成
件2習実学護看宅在
件1域領学護看礎基業授内学
看護系大学
基礎看護学領域
義定の観護看献文
小田ら５） 自分が考える看護とは何か、どんな看護を行っていきたいと考えるかについて表現される内容
柿沼ら６） 学生が実習を通して感じた看護に関する見解
鈴木ら７） 「日常生活援助実習」履修後の自らの看護に対する観かた、捉え方を評点した課題レポートの内容
柳沢ら８） 看護学生が記述した看護に対する考え方や姿勢、看護に対する中心的価値の内容
石渡ら９） 学生の看護についての見方，考え方
容内の的目究研類分
臨床実習後に在宅看護実習を履修した学生が、実習を通してどのように看護について捉えなおしたか
について検討し、在宅看護教育における資料とすること ４）
看護大学１年生(基礎看護学実習終了後）が記述と口述で表現する看護観の特徴を明らかにし、学生
の考えや思いを引き出す教育的支援について示唆を得ること ５）
看護学科２年次生の「日常生活援助実習」履修後の看護に対する観かた、捉え方を明らかにすること
７）
初年次看護学生が日常生活援助を受けた当事者の語りから得た看護観を明らかにし、看護基礎教育の
初年次教育への示唆を得ること８）
学生の看護観の形成に在宅看護論実習の体験がどのように影響を及ぼしているのかを明らかにするこ
と６）
周手術期実習で、ICU・HCU実習を行った学生の学びと実習経験が受け持ち患者の看護や看護観へど
のように影響を及ぼしたのかを明らかにし、今後の実習での教育方法の示唆を得る９）
学習体験から得た学生の看護観の明確化
学習体験の学生の看護観形成への影響
表1　文献の概要
表2　「看護観」の用語の定義
表3　研究目的に関する内容の分類結果
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を表3に示す．これらは，【学習体験から得た学生
の看護観の明確化】と【学習体験の学生の看護観
形成への影響】2つに分類することができた．【学
習体験から得た学生の看護観の明確化】は，4件4）5）
7）8）の文献が当てはまるが，基礎看護学実習終了
後や在宅看護学実習終了後の学生の看護観を明ら
かにしようとした研究と患者当事者の語りを聞い
た後の看護観の捉えを明らかにしようとした研究
である．【学習体験の学生の看護観形成への影響】
には，2件6）9）がみられたが，在宅看護学実習及
び周手術期の実習体験が学生の看護観に与えた影
響を明らかにしようとする研究であった．
4）文献の結果や考察から明らかになった看護観
　文献の中で明らかとなった看護観については表
4に示す．これは，5件の文献で明らかにされて
いた．5件中1件は臨床実習と在宅看護実習の比
較の中で明らかにしたもの， 3件は1,2年次の比較
的早期の段階での看護観について明らかにしたも
の，1件は周手術期の実習という特殊環境での体
験から看護観について明らかにしているもので
あった．
　小田ら5）は，基礎看護学実習終了後1年生を対
象として実習記録と終了後のディスカッションで
の口述内容から，学生が捉えた看護観に関わる単
語をテキストマイニングを用いて分析し，看護観
の特徴を明らかにしていた．学生は，「患者の安
全を守ることは看護の基本であり，患者の変化に
気づくために視野の広さが必要であること．」「看
護技術や患者の状態を判断するための根拠が重
要．」「コミュニケーションをとることで患者を知
り，信頼関係を築くことにつながる．」と考えて
いるという看護観が明らかにされた．
　柳沢ら8）は，1年次後期の演習科目の「生活援
助技術Ⅳ」を履修した1年次の学生を対象として，
日常生活援助を受けた当事者の語りを聴くという
授業を展開し，終了後の課題レポートを分析した
ことから，【大切な存在として患者に向き合う】【患
者・家族の立場に立つ】【心を届ける】【看護師に
とっていい患者にさせない】【患者の安全を守る】
という看護観を抽出している．
　鈴木ら7）は，「日常生活援助実習」を履修した2
年次生のうち承諾が得られた学生を対象として，
Kohonenの自己組織化マップを用い分析を行っ
た．そして【実習後初期の看護観形成】として，『い
つも患者さん中心に考え看護を実施することとい
う看護観』，『患者が元気な状態になるように援助
することが今の私の看護観』というように捉えて
いることを明らかにしていた．
　石渡ら9）はICU・HCU実習後の学びのレポート
の分析し，「どのような場所においても患者を第
一に考える姿勢は変わらない」「患者の生命を守
るという看護の仕事の責任の重さを痛感した」
「人として，これまで生きてきた過程と個として
尊重していく大切さを痛感した」「患者の声に耳
を傾け，心に寄り添う看護の大切さを感じた」「患
者の不安定な状態の変化にいち早く気づける観察
眼が持てる看護師になりたい」「患者の一番身近
な存在である」「チームで協力」などの捉えを明
らかにしていた．
　綾部ら4）は，臨床実習後に在宅看護実習を履修
した看護学科4年生が提出したレポート「在宅看
護実習の体験から自己の看護観を再考する」を分
析し，学生は，在宅看護実習で，看護とは一方的
に提供するものではなく，療養者さんとその家族
の意思を尊重した上に成り立つものであると実感
し，［療養者に信頼される］［療養者の生活を支援
する］看護師になりたいという今後実施すべき看
護について捉えていることを明らかにしていた．
　これら明らかになった看護観については，1，2
学年次の学生を対象とした文献での看護観では，
「患者の安全を守る」「患者・家族を中心にその立
場に立つ」「信頼関係を築く」ことなどが共通し
ていた．また3，4年次の学生を対象とした文献
での看護観については，「個人の尊重やチーム医
療の一員としての看護師の役割」について表現さ
れていることが共通している．　
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5）文献の結果や考察から明らかになった看護観
に影響する要因
　文献の中で明らかとなった看護観に影響する要
因については表4に示す．
　小田ら5）は，印象に残った看護師の姿は，学生
自身の看護モデルとなり，看護観を形成していく
基盤になるとしていた．
　柳沢ら8）は，学生は，当事者の語りを患者の生
の声として捉え，患者の思いや状況から患者が求
める看護とは何か，どうすれば患者が回復に向か
う看護，生きる力を引き出す看護が行えるのかに
ついて考え，このことは，患者の体験に根差した
医療，看護を行っていく態度や，患者から学ぶ姿
勢を育成する機会となっていることを指摘してい
る．
　鈴木ら7）は，臨地実習を通じて学生は，看護師
の役割を目の当たりにすることで，学生の立場で
はあるが看護師への理解を深めていた．また，現
場イメージの具体化をすることで，看護の漠然と
したイメージから看護を身近なものに感じていた
と考察していた．
　石渡ら9）は，ICU・HCU実習では特殊環境下に
おける看護技術と患者を取り巻く環境や個の尊厳
の理解を深めていた．これらICU・HCU実習の看
護実践が看護観へ影響を及ぼしていたとし，さら
に，学生が自己の看護を振り返り，自己の体験を
肯定できたことが看護観の形成には重要としてい
た．
　柿沼ら6）は，在宅看護学実習では，「その人だ
けのために十分な看護ができること」「個別性が
高いこと」「単独訪問のための多角的な看護が求
められる」という特徴があり，学生は訪問看護師
の専門性の高い活躍を目のあたりにし，あこがれ
を持ち看護観に影響を受けていたと分析してい
た．
　綾部ら4）は，学生は，【臨床実習の体験】【在宅
看護実習の体験】を基に【訪問看護師が提供する
看護】【在宅看護の場における療養者・家族の理解】
【訪問看護の専門性】【継続看護の必要性】から【今
後実施すべき看護】について考えを深めていたと
いうプロセスを明らかにしていた．
　これらから，看護師の役割や専門性を目の当た
りにすること，当事者の語り，臨床現場での看護
実践，自己の体験を肯定的に振り返ることが学生
の看護観形成に影響していると示されている．
　
6）文献の結果や考察から明らかになった学生の
看護観の形成に関する今後の課題
　文献の結果や考察から明らかになった学生の看
護観の形成に関する今後の課題については，表4
に示す．
　小田ら5）は，学生の表現力が乏しいと直接的経
験の明確化が進まず，十分な学びが得られない可
能性があるため，教員は，記録や対話による言語
化を急がず，学生個々の経験を教材化する関わり
が必要であるということを指摘している．
　柳沢ら8）は，臨地実習以外の場で患者と出会い，
純粋に患者から学ぶ体験は非常に大きな意味を持
つと指摘している．
　鈴木ら7）も，看護観形成については，学生のレ
ディネスによって，言語化に至らないことも考え
られるので，学生を支援する教員の力量も看護観
形成に影響することが推測されるので，学生への
支援に関しては，学内での学習と実践の場で体験
したことを有機的に結びつけられるよう，臨床・
教員と協力の下，行うことが必要である．さらに，
基礎看護学領域にとどまらず，各専門領域での臨
地実習後に形成される看護に対する観かた，捉え
方を継時的に把握することで看護基礎教育におけ
る学生の看護観の形成のプロセスを明らかにする
必要性を述べている．　　
　石渡ら9）は，ICU・HCU実習体験後にタイムリー
なフィードバックをするための意図的なカンファ
レンスの開催を心がけ，実習体験を受け持ち患者
への看護実践に移行する支援の実施，さらに学生
が自己の看護を振り返る機会を設け，看護観形成
を促進できるような支援のあり方の検討が必要と
指摘している．
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　綾部ら4）は，臨床看護実習後に在宅看護実習を
実施し，その後臨床看護実習と在宅看護実習の特
徴を比較する場を設けることは，看護学生にとっ
て看護の視点をより一層深めることに繋がってい
るとしている．
　いずれも，学生の表現力の乏しさから，言語化
に至らない懸念やタイムリーなフィードバックを
するための意図的なカンファレンスの開催の必要
性について指摘していた．
Ⅴ．考察
1）看護学生の看護観の形成に関する研究の動向
　選定された6件の文献は，いずれも2015 ～
2018年に掲載されたものであった．検索は，
2009 ～ 2018年の10年間の文献を検索したが，
2014年以前の文献については，臨床看護師の看
護観の形成を分析しているものが多く，看護学生
の看護観の形成を扱っている文献は限られてい
た．今後は，さらにさかのぼって検索することと，
臨床看護師の看護観の形成との比較において，看
護学生の看護観の形成の動向を研究する必要があ
る．
　研究の対象は，看護系大学1,2年生を対象とし
た基礎看護学領域での文献が3件，在宅看護学領
域2件，成人看護学領域1件であったが，基礎看
護学領域での研究は，初期の看護観の形成につい
て明らかにするものであり，また，在宅看護学領
域については，基礎科目，専門基礎科目，専門科
目における学習の積み上げの上で学ぶ統合分野と
して位置づけられている．在宅看護学実習につい
ては，各領域での臨地実習の最後に行う看護師養
成機関も多く，看護学生の看護観の形成の最終段
階にあることや医療機関で行われている看護と患
者の生活の場で展開される看護の同質性と異質性
の比較のなかで行われることもあり，在宅看護学
領域での看護観の形成を明らかにしていると思わ
れる．さらに成人領域においては，ICU・HCU実
習という特殊な環境下での実習体験が看護観の形
成にどのように影響するのかを分析している．看
護実践という学習体験は，看護観の形成に影響を
与え，発展させる3）ことが明らかとなっている．
そのため，各実習の特徴と体験の意味を整理して
いくことが必要と思われる．基礎看護学領域，在
宅看護学領域にとどまらず，各専門領域での臨地
実習後に形成される看護観を明確化していくこと
で，看護基礎教育における学生の看護観の形成の
プロセスが明らかになると考えられ，全学年でど
のように看護観を育成するのか教員同士が共有す
ることが重要と思われた．
　学習体験としては，実習後における研究が多い
が，これは，先行研究で看護学生の看護観は，臨
地実習を通じて形成されることが明らかになって
いる10）ため，臨地実習後の看護観を分析する研
究が多くなっていると思われる．
　さらに，研究目的の分析については，【学習体
験から得た学生の看護観の明確化】と【学習体
験の学生の看護観形成への影響】の2つのカテゴ
リーに分類した．【学習体験から得た学生の看護
観の明確化】では，臨床実習や当事者の語りを聴
くという学習体験後に学生の看護観がどのように
明らかになっているかを分析し，教育的示唆を得
る目的の研究がされていること，【学習体験の学
生の看護観形成への影響】では，ICUなどでの特
殊環境での看護体験や病院内での実習との比較で
在宅看護学実習という特殊性のある学習体験が看
護観形成にどのように影響しているかを明らかに
しているという研究の傾向がうかがえた．
　
2）看護学生の看護観と看護観の形成に影響を及
ぼしたもの及び課題
　看護学生の看護観については，1学年，2学年次
の学生を対象とした臨地実習や授業の実施後の看
護観については，患者の安全を守る，患者・家族
を中心にその立場に立つ，信頼関係を築くことな
どが明らかとなっていた．3，4年次の学生を対
象とした臨地実習後の看護観については，1，2
年次で形成された看護観と同様の内容とともに，
個人の尊重やチーム医療の一員としての看護師の
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の
も
た
し
ぼ
及
を
響
影
に
観
護
看
の
生
学
護
看
観
護
看
た
っ
な
に
か
ら
明
法
方
究
研
・
象
対
究
研
象
対
究
研
献
文
今
後
の
課
題
小
田
ら
5）
基
礎
看
護
学
実
習
終
了
後
１
年
生
と
し
て
、
実
習
記
録
と
終
了
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
口
述
内
容
を
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
で
分
析
・
高
頻
度
に
出
現
し
た
単
語
「
患
者
」
「
看
護
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
学
生
は
、
「
患
者
の
安
全
を
守
る
こ
と
は
看
護
の
基
本
で
あ
り
、
患
者
の
変
化
に
気
づ
く
た
め
に
視
野
の
広
さ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
看
護
技
術
や
患
者
の
状
態
を
判
断
す
る
た
め
の
根
拠
が
重
要
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
患
者
を
知
り
、
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。
」
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
・
印
象
に
残
っ
た
看
護
師
の
姿
は
、
学
生
自
身
の
看
護
モ
デ
ル
と
な
り
、
看
護
観
を
形
成
し
て
い
く
基
盤
に
な
る
。
・
学
生
の
表
現
力
が
乏
し
い
と
直
接
的
経
験
の
明
確
化
が
進
ま
ず
、
十
分
な
学
び
が
得
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
教
員
は
、
記
録
や
対
話
に
よ
る
言
語
化
を
急
が
ず
、
学
生
個
々
の
経
験
を
教
材
化
す
る
関
わ
り
が
必
要
で
あ
る
。
柳
沢
ら
8)
１
年
次
後
期
の
演
習
科
目
「
生
活
援
助
技
術
Ⅳ
」
で
、
当
事
者
の
日
常
生
活
援
助
を
受
け
た
体
験
の
語
り
の
授
業
を
履
修
し
た
1年
次
の
学
生
の
課
題
レ
ポ
ー
ト
の
分
析
【
大
切
な
存
在
と
し
て
患
者
に
向
き
合
う
】
（
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
捉
え
関
わ
る
．
患
者
は
家
族
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
存
在
）
【
患
者
・
家
族
の
立
場
に
立
つ
】
（
些
細
な
こ
と
に
目
を
向
け
，
見
逃
さ
な
い
．
患
者
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
．
患
者
と
家
族
を
つ
な
ぐ
）
【
心
を
届
け
る
】
（
ケ
ア
に
思
い
を
込
め
る
．
看
護
師
の
姿
や
言
葉
，
タ
ッ
チ
ン
グ
を
通
し
て
心
を
伝
え
る
．
患
者
に
届
く
励
ま
し
の
心
を
光
ら
せ
つ
づ
け
る
．
心
を
体
現
す
る
行
動
）
【
看
護
師
に
と
っ
て
い
い
患
者
に
さ
せ
な
い
】
（
患
者
に
忙
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ず
，
い
い
患
者
に
な
ら
な
い
よ
う
ケ
ア
を
す
る
．
患
者
が
本
音
を
言
え
る
関
係
性
を
築
く
．
患
者
の
心
を
感
じ
取
り
，
心
を
開
く
よ
う
関
わ
る
）
【
患
者
の
安
全
を
守
る
】
（
看
護
師
の
小
さ
な
ミ
ス
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
．
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
の
位
置
の
確
認
が
大
事
）
・
学
生
は
、
当
事
者
の
語
り
を
患
者
の
生
の
声
と
し
て
捉
え
、
患
者
の
思
い
や
状
況
か
ら
患
者
が
求
め
る
看
護
と
は
何
か
、
ど
う
す
れ
ば
患
者
が
回
復
に
向
か
う
看
護
、
生
き
る
力
を
引
き
出
す
看
護
が
行
え
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
患
者
の
体
験
に
根
差
し
た
医
療
、
看
護
を
行
っ
て
い
く
態
度
や
、
患
者
か
ら
学
ぶ
姿
勢
を
育
成
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
・
臨
地
実
習
以
外
の
場
で
患
者
と
出
会
い
、
純
粋
に
患
者
か
ら
学
ぶ
体
験
は
非
常
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
る
。
鈴
木
ら
7)
2学
年
「
日
常
生
活
援
助
実
習
」
を
履
修
し
た
２
年
次
生
の
課
題
レ
ポ
ー
ト
の
分
析
・
【
実
習
後
初
期
の
看
護
観
形
成
】
と
し
て
、
『
い
つ
も
患
者
さ
ん
中
心
に
考
え
看
護
を
実
施
す
る
こ
と
と
い
う
看
護
観
』
、
『
患
者
が
元
気
な
状
態
に
な
る
よ
う
に
援
助
す
る
こ
と
が
今
の
私
の
看
護
観
』
・
臨
地
実
習
を
通
じ
て
学
生
は
、
看
護
師
の
役
割
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
で
、
学
生
の
立
場
で
は
あ
る
が
看
護
師
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
。
ま
た
、
現
場
イ
メ
ー
ジ
の
具
体
化
を
す
る
こ
と
で
、
看
護
の
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
か
ら
看
護
を
身
近
な
も
の
に
感
じ
て
い
た
。
・
看
護
観
形
成
に
つ
い
て
は
、
学
生
の
レ
デ
ィ
ネ
ス
に
よ
っ
て
、
言
語
化
に
至
ら
な
い
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
学
生
を
支
援
す
る
教
員
の
力
量
も
看
護
観
形
成
に
影
響
す
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
、
学
生
へ
の
支
援
に
関
し
て
は
、
学
内
で
の
学
習
と
実
践
の
場
で
体
験
し
た
こ
と
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
学
生
の
状
況
に
よ
っ
て
、
学
習
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
臨
床
・
教
員
と
協
力
の
下
、
行
う
こ
と
が
必
要
。
石
渡
ら
９
）
（
3学
年
）
A
短
期
大
看
護
学
科
3年
生
で
IC
U
・
H
C
U
実
習
後
の
学
び
の
レ
ポ
ー
ト
の
分
析
・
ど
の
よ
う
な
場
所
に
お
い
て
も
患
者
を
第
一
に
考
え
る
姿
勢
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
・
患
者
の
生
命
を
守
る
と
い
う
看
護
の
仕
事
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
た
・
「
人
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
生
き
て
き
た
過
程
と
「
個
」
と
し
て
尊
重
し
て
い
く
大
切
さ
を
痛
感
し
た
・
患
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
心
に
寄
り
添
う
看
護
の
大
切
さ
を
感
じ
た
・
患
者
の
不
安
定
な
状
態
の
変
化
に
い
ち
早
く
気
づ
け
る
観
察
眼
が
持
て
る
看
護
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
・
患
者
の
一
番
身
近
な
存
在
で
あ
る
看
護
師
と
い
う
仕
事
に
魅
力
を
感
じ
た
・
チ
ー
ム
で
協
力
し
て
い
る
が
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
の
看
護
師
の
言
葉
は
胸
に
響
い
た
・
IC
U
・
H
C
U
実
習
で
は
特
殊
環
境
下
に
お
け
る
看
護
技
術
と
患
者
を
取
り
巻
く
環
境
や
個
の
尊
厳
の
理
解
を
深
め
て
い
た
。
こ
れ
ら
IC
U
・
H
C
U
実
習
の
看
護
実
践
が
看
護
観
へ
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
・
学
生
が
自
己
の
看
護
を
振
り
返
り
、
自
己
の
体
験
を
肯
定
で
き
た
こ
と
が
看
護
観
の
形
成
に
は
重
要
・
IC
U
・
H
C
U
実
習
体
験
後
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
す
る
た
め
の
意
図
的
な
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開
催
を
心
が
け
、
実
習
体
験
を
受
け
持
ち
患
者
へ
の
看
護
実
践
に
移
行
す
る
支
援
の
実
施
、
さ
ら
に
学
生
が
自
己
の
看
護
を
振
り
返
る
機
会
を
設
け
、
看
護
観
形
成
を
促
進
で
き
る
よ
う
な
支
援
の
あ
り
方
の
検
討
が
必
要
。
柿
沼
ら
６
）
す
べ
て
の
実
習
が
終
了
し
た
4年
生
の
学
生
が
自
分
の
看
護
観
を
テ
ー
マ
と
し
て
提
出
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
分
析
〇
学
生
は
訪
問
看
護
師
の
専
門
性
の
高
い
活
躍
を
目
の
あ
た
り
に
し
あ
こ
が
れ
を
持
ち
看
護
観
に
影
響
を
受
け
た
。
・
「
在
宅
看
護
の
特
徴
」
と
し
て
、
①
そ
の
人
だ
け
の
た
め
に
十
分
な
看
護
が
で
き
る
こ
と
②
個
別
性
が
高
い
こ
と
③
単
独
訪
問
の
た
め
の
多
角
的
な
看
護
が
求
め
ら
れ
る
・
「
訪
問
看
護
師
」
と
し
て
、
①
訪
問
看
護
師
に
対
す
る
尊
敬
と
強
い
あ
こ
が
れ
を
抱
い
た
②
自
分
の
思
う
看
護
観
の
集
大
成
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
③
訪
問
看
護
師
の
利
用
者
を
ひ
た
む
き
に
思
う
心
に
感
銘
を
受
け
た
④
在
宅
は
生
命
の
力
が
沸
き
上
が
る
の
だ
と
感
じ
素
敵
だ
と
思
っ
た
⑤
訪
問
看
護
師
の
看
護
観
や
ケ
ア
の
姿
勢
に
影
響
を
受
け
た
綾
部
ら
４
）
臨
床
実
習
後
に
在
宅
看
護
実
習
を
履
修
し
た
看
護
学
科
４
年
生
が
提
出
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
分
析
学
生
は
、
在
宅
看
護
実
習
で
、
看
護
と
は
一
方
的
に
提
供
す
る
も
の
で
は
な
く
、
療
養
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
の
意
思
を
尊
重
し
た
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
と
実
感
し
、
今
後
、
［
療
養
者
に
信
頼
さ
れ
る
］
［
療
養
者
の
生
活
を
支
援
す
る
］
看
護
師
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
に
至
っ
た
。
ま
た
、
看
護
師
の
視
点
で
見
え
て
い
る
こ
と
を
チ
ー
ム
に
提
供
し
て
い
る
と
い
う
感
覚
で
、
チ
ー
ム
医
療
の
中
で
看
護
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
学
び
を
通
し
、
［
継
続
看
護
・
チ
ー
ム
医
療
の
視
点
が
持
て
る
］
と
い
う
目
標
を
見
出
し
て
い
た
。
学
生
は
、
【
臨
床
実
習
の
体
験
】
【
在
宅
看
護
実
習
の
体
験
】
を
基
に
【
訪
問
看
護
師
が
提
供
す
る
看
護
】
【
在
宅
看
護
の
場
に
お
け
る
療
養
者
・
家
族
の
理
解
】
【
訪
問
看
護
の
専
門
性
】
【
継
続
看
護
の
必
要
性
】
か
ら
【
今
後
実
施
す
べ
き
看
護
】
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
て
い
た
。
・
臨
床
看
護
実
習
後
に
在
宅
看
護
実
習
を
実
施
し
、
そ
の
後
臨
床
看
護
実
習
と
在
宅
看
護
実
習
の
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役割にまで視野が広がっていることが伺えた．学
年や各看護学領域での実習目的の違いなどにより
学生の看護観に特徴がみられることから，各領域
で，どのように学生の看護観を形成していくかを
共有していくことが必要と思われた．
　また，看護学生の看護観の形成に影響を及ぼし
たものとして，看護師の役割や専門性を目の当た
りにすること，当事者の語り，臨床現場での看護
実践，自己の体験を肯定的に振り返ることが挙げ
られていた．川島は，「看護観が明確化すること
によって看護や学習に意欲や自信がついていく」
11）と述べているように，看護学生の看護観を明
確化することは，その後の学生自らの学習意欲の
推進につながるため重要である．看護学生の看護
観が，臨地実習を通じ形成されることが明らかに
なっているが，今川らは，看護学生の看護観形成
のきっかけは「授業や学内演習」「教員の姿勢や
態度」「実習時の患者の生き方」の順で多かった
ことを明らかにしている12）．看護専門領域の講義
などにより，看護の概念的な要素を学習し，看護
師と直接的に接しながら臨地実習を行うことで，
現実的な看護のイメージが形成されていくことに
より学生個々の看護観がもたらされると考えられ
る．実習前後での看護観の分析の研究がほとんど
であったが，入学時，各実習前後など経時的に看
護観を分析する研究が今後必要と思われた．
　各文献に今後の課題として記述されていたもの
に，現在の学生の特徴として，学生の表現力の乏
しさから，言語化に至らない懸念が記述されてい
る．そのため，教員，実習指導者には，学生の実
習経験をフィードバックする方法など実習での経
験の意味づけを丁寧に行うこと，言語化するプロ
セスの工夫など教育方法の検討と力量形成が求め
られていることが示唆された．
　
3）研究の限界と今後の課題
　今回の研究では，分析対象となった文献が6件
と少なかったため，学生の看護観の明確化やそれ
に影響している要因の明確化が限定されていると
思われる．そのため，研究論文の掲載期間を広げ，
文献検討し看護学生の看護観形成のための看護教
育に必要なことを検討していく必要がある．
Ⅵ．結論
　本研究の結果，6文献を対象として，看護学生
の看護観の形成に向けた教育の取り組みの動向を
明らかにした．分析した文献の掲載年の年次推移
では，6文献はいずれも2015 ～ 2018年に掲載さ
れたものであった．抽出した文献の研究目的につ
いては，【学習体験から得た学生の看護観の明確
化】【学習体験の学生の看護観形成への影響】の
2つのカテゴリーが抽出された．また，看護学生
の看護観については，1，2学年次の学生を対象
とした看護観については，患者の安全を守る，患
者・家族を中心にその立場に立つ，信頼関係を築
くことなどが共通しており．3，4年次の学生を
対象とした看護観については，1，2年次で形成
された看護観と同様の内容とともに，個人の尊重
やチーム医療の一員としての看護師の役割にまで
視野が広がっていた．看護学生の看護観の形成に
関する課題として，学生の実習での経験の意味づ
けが大切であることや全学年でどのように看護観
を育成するのか教員同士が共有することが重要で
あると考えられた．
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A Review of Literature Regarding the Formation of Nursing Students’ Views on 
Nursing
AOKI Asako and SASAKI Ritsuko
Abstract: The aim of this research was to clarify trends in research on the formation of nursing students' views on 
nursing during basic nursing education and obtain suggestions for education in the future.
Document extraction was performed using the Web version of the Japan Medical Abstracts Society and searched 
the literature from 2009 to 2018 under the keywords "views on nursing" and "nursing education". From the 
literature identiﬁed, 6 papers targeting "nursing students" were ﬁnally included in our analysis.
In terms of annual trends, all eight papers were published between 2015 and 2018. All of the principal authors 
belonged to nursing colleges. For research purposes, the extracted papers were divided into two categories: 
“clariﬁcation of the students’ views on nursing from their learning experiences” and “the inﬂuence of students' 
learning experiences on their views on nursing”.
The results of this research clariﬁed the trends regarding the educational approach toward the formation of nursing 
students' views on nursing. In addition, the research showed that it is also important for nursing students to 
understand the meaning of practical training experiences as tasks related to the formation of their views on nursing 
studies and for faculty members to share their understanding on how to formulate views on nursing for students in 
all grades.
Keywords: views on Nursing, nursing education, nursing student，review of literature 
